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本機を使用する前に取扱説
明書をよくお読みください。
取扱説明書の内容を理解せ
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災、大けがを負う場合があ
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安全に関する注意
取扱説明書と製品本体には、安全に関する重要な内容を伝えるために記号や表示が使用されています。
ここでは、これらの記号や表示をよりよく理解してもらうための説明を記載しています。

この記号は、安全に関する警告記号です。けがを負う危険があることを警告しています。けが
や死亡につながる危険を避けるため、この記号が記載された文章に従ってください。

この表示は、本機の使用に関する内容を示します。

この記号は、「本機を使用する前に取扱説明書をよく読んでください」ということを
意味します。取扱説明書には安全と機器の正確な運転に関する重要な内容が記載され
ています。

この記号は、本機の取扱い中や使用中にサイドシールドの付いた安全メガネまたは安
全ゴーグルを必ず着用しなければならないことを意味します。

この記号は感電の危険があることを示します。

危険 警告 注意

この表示は、危険を示します。
記載内容を無視すると、死亡
または大けがを負うことがあ
ります。

この表示は、警告を示しま
す。記載内容を無視すると、
死亡または大けがを負う可能
性があります。

この表示は、注意を示しま
す。記載内容を無視すると、
軽度または中度のけがを負う
可能性があります。

o注意を促す絵表示



シースネイク マイクロリール検査システム
一般的な安全に関する注意事項

取扱説明書は必ず保管してください！

作業場所に関する注意
･ 作業場所は常に清潔で明るくしてください。
物が散乱していたり、暗い場所での作業は事故に
つながります。
･ 可燃性の液体や気体、粉塵などで爆発の危険があ
る環境で機器を使用しないでください。
機器の使用で火花が発生して、ガスや粉塵に引火
する場合があります。
･ 機器の使用中は、子供や部外者を近寄らせないで
ください。
注意が散漫になると、機械の操作を誤ることがあ
ります。

電気に関する注意
･ パイプ、ラジエーター、レンジ、冷蔵庫などの接
地表面と体が接触しないようにしてください。
体が接地すると感電する危険が高まります。
･ 機器を雨にさらしたり、濡らしたりしないでくだ
さい。
機器内部に水が入り込むと、感電する危険が高ま
ります。
･ コードは丁寧に扱ってください。コードを引っ
張って機器を移動したり、電源を切ったりしない
でください。熱や油、鋭い刃、可動部の近くに
コードを近づけないでください。
コードが損傷していたり、ねじれていたりすると、
感電する危険が高まります。
･ 湿度の高い場所での機器使用が避けられない場合
は、漏電遮断器（GFCI）で保護された電源を使用
してください。
 GFCI を使用すると、感電の危険を減らすことが
できます。
･ 各電気接続部分は乾燥した状態にし、地面から離
してください。濡れた手で機器やプラグに触れな
いでください。
濡れた手で触れると感電する危険が高まります。

作業者の安全に関する注意
･ 常に作業に集中し、常識的な判断力をもって機器
を操作してください。疲労していたり、薬物やア
ルコール、医薬品の影響を受けた状態で機器を操
作しないでください。
操作中に注意力が落ちると、重傷を負う原因につ
ながります。

･ 保護具を使用してください。常に保護メガネを使
用してください。
防塵マスク、安全靴、ヘルメット、耳栓など、保
護具の使用によって、けがをする危険を軽減でき
ます。
･ 無理な姿勢で作業をしないでください。作業は常
に足元を安定させ、バランスを保ちながら行って
ください。
バランスのよい姿勢で操作すると、予期しない状
況においても機器をうまく制御できます。

機器の使用とお手入れに関する注意
･ 機器に無理な力をかけないでください。必ず用途
に合った機器を使用してください。
用途に合った機器を正しく使用すると、作業が安
全に、またスムーズに行えます。
･ 電源スイッチによるON/OFF 切り替えができない
状態で機器を使用しないでください。
スイッチ制御ができない機器は危険です。必ず修
理を行ってください。
･ 調整作業や付属品の交換、また機器を保管する場
合は、電源プラグやバッテリーパックを外してく
ださい。
このような予防措置を講じることで、けがをする
危険を軽減することができます。
･ 使用していない機器は子供の手の届かない場所に保
管し、機器の取り扱いに詳しくない人に操作をさせ
ないでください。
取り扱い方法を知らずに機器を操作すると危険です。
･ 機器の保守点検を実施してください。
可動部分が位置ずれしていたり、動かなくなって
いないか、なくなっていたり損傷のある部品はな
いかなど、機器操作に影響するおそれのある状態
がないか確認してください。損傷が見つかった場
合は、必ず修理してから機器を使用してください。
事故の多くは、しっかり保守点検が行われていな
い機器を使用したことが原因で発生します。
･ 機器や付属品は、作業の条件や内容を考慮し、ま
た記載の指示に従って使用してください。
用途以外の目的に機器を使用すると危険です。
･ 付属品は機器メーカーが推奨するものだけを使用
してください。
付属品の用途はそれぞれ異なります。機器に適合
した付属品を選んでください。
･ 取っ手部分は乾燥した状態に保ち、油分が付かな
いようにしてください。
そうすることで機器をしっかりと制御することが
できます。

点検に関する注意
･ 機器の保守点検は適格者が行い、部品は必ず同一部
品で交換してください。
適格者が保守点検を行うことで、機器の安全性を維
持することができます。

警告

安全に関する警告と説明を全てお読みください。以下の
内容を無視すると、感電や火災が発生したり、重傷を負
う場合があります。
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機器の安全に関する注意事項

取扱説明書は必ず保管してください！

作業者が参照できるように、取扱説明書は本機ととも
に保管してください。

シースネイク マイクロリール検査システム
使用時の安全に関する注意
･ 正しく接地されていない電源コンセントを使用す
ると、感電や機器破損のおそれがあります。
作業場所には必ず正しく接地された電源コンセン
トを用意してください。三叉コンセントやGFCI
を使用しても、正しく接地されていない場合があ
ります。接地について疑問がある場合は、適格者
による確認を行ってください。
･ 作業者や機器が水に触れている状態で操作を行わ
ないでください。
水たまりや水中にある状態で本機を作動すると、
感電する危険が高くなります。
･ マイクロリール システムのカメラ部分とプッシュ
ロッドは防水処理されていますが、モニター画面
とその他の電気機器、また接続部分は防水仕様で
はありません。
機器を水や雨にさらすと、感電する危険が高まり
ます。
･ 高電圧が存在する環境で機器を使用しないでくだ
さい。
本機は高電圧に対する保護や絶縁に対応していま
せん。
･ マイクロリール システムを操作する前に、本取扱
説明書、モニター画面操作用の説明書、また他の
使用機器に関する指示をよく理解してください。
指示に従わないで操作を行うと、作業場所周辺の
損傷や重傷につながるおそれがあります。
･ 排水管内での機器操作は、必ず正しい防護具を使
用して行ってください。
排水管は化学物質やバクテリア、その他有害物質
などの感染症を引き起こす物質を含んでいる場合
があり、やけどやその他の問題の原因となります。
防護具には、必ず必要な保護めがねの他、排水管
清掃用グローブ、ゴム手袋、フェースシールド、
ゴーグル、防護服、レスピレーター、安全靴など
があります。

･ マイクロリール システムと同時に排水管清掃機を
操作する場合は、必ずRIDGID排水管清掃機用の
専用グローブを使用してください。
清掃ケーブルにからまったり、手をけがする原因と
なりますので、専用グローブ以外の手袋や布切れな
どで回転しているケーブルをつかまないでくださ
い。RIDGID 排水管清掃機用の専用グローブの下に
は、ゴム手袋を着用してください。また、損傷のあ
る清掃機用グローブは使用しないでください。
･ 衛生状態を良好に保ってください。
マイクロリール システムの使用後の手洗いや管内
の堆積物に触れた体の部分の洗浄は、せっけんと
温水で行ってください。堆積物は毒性や感染性が
ある場合があります。汚染防止のため、検査器取
り扱い中の食事や喫煙はやめてください。

ご質問がある場合は、日本エマソン（株）リッジ事業
部までお電話を頂くか、メールでご連絡ください。

警告

ここでは、本機操作の安全に関する注意事項につい
て記載します。
感電、火災、重傷の危険を軽減するため、シースネ
イク マイクロリール検査システムを使用する前に、
以下の注意事項をよくお読みください。

日本エマソン株式会社 リッジ事業部
〒105-0022
東京都港区海岸1-16-1
ニューピア竹芝サウスタワービル7F
TEL：(03)5403-8560( 代 ) 
FAX：(03)5403-8569
( 祝祭日を除く月曜日から金曜日9:00～ 17:00)
メールアドレス：Ridgid@emerson.co.jp
http://www.ridgid.jp
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シースネイク マイクロリール検査システム
機能概要、仕様および付属品
機能概要
シースネイク マイクロリール検査システムは、排水
管内の診断を行う小型リールとカメラで構成されてい
ます。カメラヘッド内にはデータを伝えるゾンデ（ト
ランスミッター）が装備されており、またカウントプ
ラスカウンター（オプション）の利用でプッシュロッ
ドの移動距離を測定することも可能です。マイクロ
リールのケーブルドラムは取り外しができ、清掃作業
やプッシュロッドの交換に便利な設計です。さらに、
システムケーブルも取り外し可能で、マイクロリール
をシースネイクのカメラコントロールユニット
（CCU）と組み合わせることや、コンパクトなマイク
ロエクスプローラーデジタル検査カメラモニターと一
緒に使用することもできます。

マイクロリールは100フィート（約 30 m）のプッ
シュロッドを使用しており、マイクロドレインのプッ
シュロッドと比べて硬度の高い設計になっています。マ
イクロドレインのプッシュロッドがトイレやＰ型ト
ラップの短い排水管用を用途として操作性を重視してい
るのに対して、マイクロリールではプッシュロッドの硬
度を高めることで直径11/2 ～ 4 インチ（約 3.8 ～
10.2 cm）の長い排水管用に設計されています。

･ トイレのトラップにはマイクロリールのプッシュ
ロッドを絶対に使用しないでください。マイクロ
リールのプッシュロッドはマイクロドレインの
プッシュロッドほどの柔軟性はなく、一般的なＰ
型トラップ、クロゼットベンドやSトラップのよ
うな、短くて鋭角的な場所には適していません。

用途に合ったシースネイク制御ユニットを選択するこ
とで、外部のライン・トランスミッターを接続できる
ほか、配管内でのマイクロリールプッシュケーブルの
進み具合を測定する標準的なロケーターも使用できま
す。

仕様

寸法：

操作環境：

マイクロリール システムには、米国特許、国際特許
が申請されています。

付属品
･ 取扱説明書
･ 操作説明DVD
･ ボールガイド
･ ゾンデ（トランスミッター）

表示アイコン

重量.............................. 12.2 lbs（約 5.5 kg）
（マイクロエクスプローラー
カメラモニターを取り付けた
状態）、
10.3 lbs.（約 4.7 Kg）
（マイクロエクスプローラー
カメラモニターを取り外した
状態）

長さ.............................. 13.25 インチ
（約 33.6 cm）

奥行き.......................... 6.6 インチ（約 16.7 cm）
高さ.............................. 14.2 インチ（約 36 cm）

（マイクロエクスプローラー
カメラモニター用クレード
ルを取り外した状態）

適応管径...................... 11/2 ～ 4 インチ
（約 3.8 ～ 10.2 cm）

最大操作距離 .............. 100フィート（約 30 m）
ゾンデ
トランスミッター....... 512 Hz
リールおよびフレーム
直径.............................. 12.75インチ（約 32 cm）
カメラ直径.................. 0.98 インチ（約 25 mm）
カメラ長さ.................. 1.48 インチ

（約 37.6 mm）
プッシュケーブル直径 0.265インチ

（約 6.7 mm）
ビデオ方式.................. 656 x 492（NTSC） 

768 x 576（PAL）
画素数.......................... 32 万 3000（NTSC） 

44 万 2000（PAL）
光源.............................. ハイフラックス LED x 6

周辺温度...................... 5 ℃～ 46℃
周辺湿度...................... 5 ％～ 95 ％
保管温度...................... -20 ℃～ 70℃
防水深度...................... 266フィート（約 81 m） 

スリップリングの
ロック解除状態

スリップリングの
ロック状態
6 Ridge Tool Company



シースネイク マイクロリール検査システム
マイクロリール システムの構成部品

図1 ー 前面（シースネイクの構成）

図2 ー 背面
（マイクロエクスプローラーカメラモニターの構成）

図3 ー ケース内部

肩掛け用ストラップ
シースネイクCCU用
システムケーブル

ケースラッチ

カメラクリップ

カウント
プラス
操作キー

カメラヘッド

前面ケース
基部

プッシュ
ロッド・
ガイド

マイクロエクスプローラー
カメラモニター

マイクロエクスプローラー
カメラモニター用
クレードル

マイクロエクス
プローラーカメラ
モニター用
コネクタープラグ

マイクロエクス
プローラーカメラ
モニター用システム
ケーブル

ケースラッチ
コード収納部

背面ケース

基部 スリップリング・
モジュール

プッシュロッド

取り外し可能
プッシュロッド・
ドラム

カメラ
ヘッド
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シースネイク マイクロリール検査システム
組み立て

カメラヘッドを取り付ける
1.ユニットを倒した状態で水平な場所に置きます。
2.マイクロリールの横側にあるケースラッチを外し
てください（図4）。

図4 ー ケースラッチを外す

3.カメラがケーブルガイドを通して取り出せるよう、
ケースを注意しながら少しだけ開きます。カメラ
ヘッドをガイドに通す際は、プッシュケーブルス
プリングがドラムから飛び出したりしないように
注意しながら行ってください。ケースを閉じ、カ
メラヘッドをクリップに固定します。

図5 ー 注意しながらドラムを開く

図6 ー ケースは大きく開けない

4.ケースを閉じ、ラッチで固定します。

図7 ー 正しく取り付けられたカメラヘッド

警告

操作中のけがを防ぐために、以下の項目に従って機
器を正しく組み立ててください。
8 Ridge Tool Company



シースネイク マイクロリール検査システム
ケースを開ける
ラッチはカメラがケースの外にある状態で外さないで
ください。ラッチを外す前に、カメラをケーブルガイ
ドを通してケース内に押し込んで収納してください。

図8 ー ラッチを外してケースを開く前に、カメラがドラ
ム内に完全に収納されていることを必ず確認して
ください。カメラの収納を確認して、ケーブルが
飛び出してねじれることを防止します。

図9 ー カメラがドラムの外側にある状態では、絶対に
ケースを開けない

ケースを開けた際に、カメラがプッシュロッド・ガイ
ドを通って外側に出てしまう場合は、ケーブルがドラ
ムの縁部分を越えて位置していることがあります。こ
のような場合は、ケーブルが飛び出し、ねじれてしま
うことがあります。

プッシュロッドを注意しながら元に戻します。ドラム
内にプッシュロッドを巻きながら戻す際は、無理に曲
げたりしないでください。
ケーブルの巻き方が悪い状態で無理に押し込むと破損
の原因になります。

図10ー ケーブルは正しく巻いて飛び出さないようにする
9Ridge Tool Company



シースネイク マイクロリール検査システム
システムケーブルを取り付ける
システムケーブルのスリップリング・モジュールが取り
付けられていない場合は、モジュールをハブ内に真っ直
ぐに挿入し、カチッとはまるまで時計方向に回して取り
付けてください。（図11参照）

図11ー スリップリング・モジュールのカバーをロック

スリップリング・モジュール内のコンタクトピンには
絶対に触れないでください。破損することがあります。

正しく接続して、通常の方法で使用すればコンタクト
ピンが破損することはありませんが、図12に示すよ
うに横方向から押すように圧力をかけると破損のおそ
れがあります。破損することがあります。

図12ー コンタクトピンの破損

モニター用クレードルの取り付け、および方向の変更
（マイクロエクスプローラーカメラモニターの場合）
マイクロエクスプローラーカメラモニター・ユニット
付きのマイクロリールで、画面ユニットがクレードル
に取り付けられている場合、クレードルの方向を変え
てユニットの向きを逆にすると作業性がよくなること
があります。クレードルを逆方向にするには以下の手
順で行ってください。
1.マイクロエクスプローラーカメラモニター・ユ
ニットをクレードルから取り外します。プラスド
ライバーを使って、コード収納部のアームとク
レードルをケースに固定している4本のネジを外
します。アームとネジを取り外します（図13）。
クレードルをケース本体から取り外します。

図13ー クレードル・サポートと収納部アーム

2.ネジのうち1本を使って、クレードル内4ヶ所の
穴にあるナットを取り外します。ナットは、コー
ド収納部アームから見てクレードルの反対側にあ
る穴に「摩擦接合」（フリクション - フィット）さ
れています。背面から挿入したネジを右へ2～ 3
回転することで、ナットを取り出すことができま
す。

3.ナットはネジから外さず、最初にネジを外した穴
とは反対側のクレードルの穴に挿入し、摩擦接合
するようにしっかりと固定させてください。

4.ナットからネジを外します。他の3つのナットに
ついても同様の作業を行ってください。

5.コード収納部アームとクレードルを逆方向に取り
付けてケースに固定させます。収納部の突起が外
側に向けられていることを確認してください。

6.各ネジを手でナットにはめ込み挿入できているか
確認し、ドライバーを使ってネジを締めてくださ
い。

7.モニターユニットをクレードルに再度取り付けま
す。

クレードルを取り付ける場合も同様の手順で行ってく
ださい。

ロックが
解除された
状態

スリップ
リング・
モジュール
のカバー

ロック
された状態

コンタク
トピンの
破損

クレードル

ネジ

コード収納部
アーム
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シースネイク マイクロリール検査システム
マイクロエクスプローラーカメラモニターを
マイクロリール システムに取り付ける
マイクロエクスプローラーカメラのコネクタープラグ
の位置をカメラ側のプラグと合わせ、真っ直ぐすべら
せて、真上になるようにして取り付けてください。シ
ステムケーブルのコネクタープラグの曲面側を上方に
して、マイクロエクスプローラーカメラモニターの下
部に挿入します（図14参照）。

コネクタープラグはねじらないでください。破損する
おそれがあります。

図14ー マイクロエクスプローラーカメラモニターの
取り付け

マイクロリール システム・ボールガイド
ボールガイドは異なる大きさの排水管内においてもカ
メラを中央に位置させて、カメラが管内下部の堆積物
に触れないように設計されています。カメラヘッドを
排水管中央に寄せると、全方向を均等に検査できると
同時にレンズが汚れることを防止して画質がよくなり
ます（図16）。

またポールガイドは、カメラシステムの磨耗を軽減し
ますので、使用をおすすめします。排水管内にカメラ
ヘッドが通りにくくなった場合、ガイドは容易に取り
外すことが可能です。ガイドの位置はカメラヘッドの
長さに応じて調節できます。最適な位置にして作業を
行ってください。例えば、カメラの前端部にガイドを
位置させると、カメラヘッドが上方を向くことがあり
ますが、このようにすると排水管上部が検査しやすく
なります。また、ボールガイドを使用することによっ
てカメラが管内を通りやすくなる場合もあります。

マイクロリールに付属するボールガイドは、マイクロ
ドレインシステム・カメラ用のガイドと同一の機能で
すが、直径が異なるため、マイクロドレインシステム
用カメラに使用することはできません。

ボールガイドを取り付ける
マイクロリールシステム用のボールガイドはカメラの
スプリング部分に容易にはめ込んで、しっかり固定さ
せることができます。また、ボールガイドにはスライ
ドロック（赤）2つとラッチ（青）2つが付いていま
す。
1.スライドロックはガイドの両側について、スライド
させるとラッチから外すことができます（図15）。

図15ー ボールガイドの取り付け
ラッチタブ（青）を広げるとロックが解除します。ロックする場合
は両方の肩部を内側に押し込みます。

2.ラッチの小さいタブを外側に向けて押して、しっ
かり固定し、お互いを離してください。

3.ボールガイドをカメラヘッドにかぶせて任意の場
所に位置させます。

4.肩部を押し下げてラッチ同士が内側に近づくよう
にし、スプリング部分とかみ合わせます。

5.2 つのスライドロックをそれぞれのラッチ上に戻
し、機器操作中に外れないようにします。

図16ー ボールガイドの使用

ラッチタブが押し込まれている（閉） ラッチタブが外れている（開）

ラッチ（青） タブ

スライドロック（赤）
肩部

ロックされた状態 ロックが解除された状態

ボールガイド

カメラ

スプリング
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シースネイク マイクロリール検査システム
作業前の点検

1.電源が切れた状態になっていること、またマイク
ロエクスプローラーカメラモニター以外のカメラ
コントロールユニット（CCU）を使用する場合は
このCCUが本機に接続されていないことを確認
します。さらに、システムケーブルとコネクター
を点検して、損傷や改造がないことを確認します。

2.移動中や作業中にマイクロリール システムが手か
らすべり落ちないよう、付着している汚れ、油分
などは取り除いてください。

3.マイクロリール システムの部品に損傷、磨耗、位
置ずれ、ねじれなど、安全で正常な操作の障害に
なるような状況がないことを確認してください。
また、本機が正しく組み立てられていること、ド
ラムが正常に回転することも確認してください。
プッシュロッドのきず、破損、ねじれ、破裂を点
検します。

4.その他の機器についても取扱説明書に従って使用
され、いずれも良好な状態にあることを確認して
ください。

5.異常が見つかった場合は、修理を行うまで機器を
使用しないでください。

作業場所と機器の準備

1.下記に関して作業場所を確認します。
･ 十分な明るさがあること。
･ 引火性の液体、蒸気または埃がないこと。もし
あれば、取り除くまでその場所で作業しないで
ください。マイクロリール システムは防爆性が
なく、火花を発生させる危険があります。
･ 本機の設置場所や作業場所が、清潔で、平ら、
また安定し乾燥していること。水溜りの上に
立ったままで、本機を操作しないでください。
必要に応じて、作業場所から水を取り除いてく
ださい。
･ CCU 用に使用する電源コンセントや電源コード
を損傷するような障害物がないよう、電気コン
セントまでの通路を確保しておくこと。

2.作業の内容を確認してください。必要なら、排水
管へのアクセス、大きさ、長さ、洗浄用化学薬品
などの有無を点検して、薬品が存在する場合はそ
の安全な取り扱いについてよく理解しておくこと
が重要です。なお、薬品の取り扱い方法はメー
カーにお問い合わせください。

アクセスを確保するため、周辺のタンクやシンク
などを取り外さなければならない場合もあります。

3.必ず用途に合った機器を使用してください。
マイクロリール システムは以下の用途に設計され
ています。
･ 11/2 ～ 4 インチ（約 3.8 ～ 10.2 cm）、長さ
100フィート（約 30 m）以下の排水管

警告

マイクロリール システムを使用する前に必ず点検
し、問題があれば修理してください。点検、修理を
実施することで、感電などによる重度のけがや本機
の損傷を防ぐことができます。

警告

感電、火災などによってけがをする危険を少なく
し、マイクロリール システムへの損傷を防止する
ため、以下の手順に従ってマイクロリール システ
ムと作業場所を準備してください。

ごみなどの異物が入らないように、目は常に保護し
てください。
12 Ridge Tool Company



シースネイク マイクロリール検査システム
その他の用途のマイクロリール システムに関して
は、日本エマソン（株）リッジ事業部までお電話
を頂くか、メールでご連絡ください。

4.使用する機器の全てを正しく点検してください。
5.作業場所についても点検を行い、必要なら、作業
者が集中して作業を行えるよう部外者の立ち入り
を禁止する柵を設置してください。また、道路付
近での作業にはセーフティーコーンなどを設置し
て、通行する運転者に作業中であることを知らせ
てください。

マイクロリール システムをセットアップする

接続
マイクロリールをマイクロエクスプローラーカメラモ
ニターと組み合わせて使用する場合は、「組み立て」の
項目に記載した以外の接続はセットアップに必要あり
ません。

また、シースネイクカメラコントロールユニット
（CCU）を使用する際は、マイクロリールケースの
コード収納部からシステムコードを外してください。
システムケーブルのコネクターをCCU側のコネク
ターに取り付けます。ケーブルコネクターのガイドピ
ンとCCUコネクターのガイドソケットの位置を合わ
せ、ケーブルコネクターを真っ直ぐに押し込んでくだ
さい。ピンとソケットの位置が合うと、ケーブルコネ
クターの突起部分が上方を向くことになります。ケー
ブルコネクターの固定スリーブを締め付けて、システ
ムケーブルを固定してください。
ロッキングスリーブを締め付ける際にケーブルをねじ
らないように注意してください。破損の原因となりま
す。図17および18参照

図17ー シースネイクCCUへの接続

図18ー シースネイクDVDPak CCUに接続した
マイクロリール システム

マイクロリールをマイクロエクスプローラーカメラモ
ニターと組み合わせて使用できるようにセットアップ
すると、「組み立て」の項目で記載した通りシステム
ケーブルを交換することで他のシースネイクCCUと
の併用も可能になります。

マイクロエクスプローラーカメラモニターなど、使用
するCCUはいずれも指示に従ってセットアップを
行ってください。マイクロエクスプローラーカメラモ
ニターや電池式のCCUは、指定の電池が十分に充電
され正しく取り付けて使用してください。

日本エマソン株式会社 リッジ事業部
〒105-0022
東京都港区海岸1-16-1
ニューピア竹芝サウスタワービル7F
TEL：(03)5403-8560( 代 ) 
FAX：(03)5403-8569
( 祝祭日を除く月曜日から金曜日9:00～ 17:00)
メールアドレス：Ridgid@emerson.co.jp
http://www.ridgid.jp
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シースネイク マイクロリール検査システム
設置場所
1.マイクロエクスプローラーカメラモニターやその
他のCCU画面は、プッシュロッドとカメラの操
作中に画像が確認しやすい場所に設置してくださ
い。通常はプッシュロッドの挿入口に近接させて
設置します。また、設置場所は濡れていないよう
にして、作業中に画面を濡らさないように注意し
てください。

2.マイクロリールを作業者の後方か、横に設置しま
す。床面に過度なたるみがを作ることなく作業が
できるよう、プッシュロッドには十分な作業ス
ペースを確保してください。正しく設置すると、
プッシュケーブルにはたるみができず、引き出し
た分だけリールから出る状態になります。さらに、
可能な場合はカメラユニットとプッシュロッドが
上方になるようにマイクロリールを倒して設置し
てください。この位置で設置すると安定性が向上
するとともに、使用中にリールが倒れることを防
止できます。なお、この位置での設置用に、コー
ド収納部にはパッドが取り付けられています。

カウントプラスを設定する
距離測定カウンターのカウントプラス（オプション）
はマイクロリールと同時に購入していただけます。カ
ウントプラスはドラムから出たプッシュロッドの全
長、あるいは検査中に選択したゼロ位置を基準（例え
ば配水管の挿入口や継手）にして排水管内の2点間
の距離を測定が可能です。また、排水管の特徴などを
テキスト表示することも可能です。カウントプラスの
メニューキー を押すと、3つのアイコンがあるメ
インメニュー画面が表示されます。

図19ー メインメニュー

カウントプラスのインターフェースでは、シースネイ
クシステムで使用するパラメーターを設定したり、変
更したりすることが可能になります。

以下のようなパラメーターが設定可能です。
･ システム時間
･ システム日付
･ リールおよびケーブル
･ 測定単位

また、以下の機能も利用できます。
･ テキストスライドの設定
･ 新たなスライドの作成
･ 保存スライドの編集
･ 表示するスライドの選択
･ スライド表示 /非表示の切り替え
･ スライドの削除

これらの機能はカウントプラスの取扱説明書に記載され
ています。取扱説明書をよく読んで、シースネイク マイ
クロリール システムとカウントプラスとの併用による操
作ついてよく理解してください。

図20ー カウントプラス（オプション）のキー配列

上 /編集矢印 メニュー /戻る
キー

テキストキー

左矢印
右矢印

LED明るさ
調整キー
（CCU用）

ゾンデ
キー

距離キー 時間キー

下矢印

ゼロ /選択キー
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シースネイク マイクロリール検査システム
操作に関する注意事項

検査を実施する
1.全ての機器が正しくセットアップされていること
を確認してください。

2.プッシュロッドをリールから数フィート引き出し
ます。カメラのレンズやその周辺が汚れていない
ことも確認します。洗剤を薄く塗布すると堆積物
などが付着しにくくなる場合もあります。カメラ
ユニットを検査する排水管内に位置させます。

トイレのトラップにはマイクロリールのプッシュロッ
ドを絶対に使用しないでください。マイクロリールの
プッシュロッドはマイクロドレインのプッシュロッド
ほどの柔軟性はなく、一般的なＰ型トラップ、クロ
ゼットベンドやSトラップにように短く、また鋭角
的な場所には適していません。
マイクロリールは長めの排水管検査用に設計されてお
り、通常の90°や45°のジョイントに適していま
す。

3.CCUの電源を入れます。排水管の材質などを考
慮しながら検査状況に応じて、使用するCCUの
取扱説明書に従ってカメラヘッド、LEDの明る
さ、表示画像を調整してください。例えば、PVC
製の排水管の場合なら、白いPVCパイプは黒い
PVCパイプほど明るさを必要しません。また、
LEDの明るさを少し調整すると、検査中に発見し
た排水管内の問題部分を特に照らすこともできま
す。画像の質を維持し、熱の蓄積を防止するため、
明るさは常に最小限にしてください。

4.検査内容を録画する場合は、使用するCCUの取
扱説明書の指示に従って行ってください。

5.排水管を清浄な状態にし、またプッシュロッドの
挿入を容易にするため、可能な場合は管内に水を
流しながら検査を実施してください。管内下部の
画像撮影にも役立ちます。水は、管内にホースを
挿入するか、蛇口などを開くか、またトイレのレ
バーを操作することで流してください。流れを適
宜止めながら、画像の確認を行います。

6.プッシュロッドを握り、注意しながら検査する排
水管に挿入してください。すべりを防止し、また
手を清潔に保つため、プッシュロッドの取り扱い
にはグリッパー（すべり止めの付いた）タイプの
ゴム手袋が便利です。

図21ー マイクロリールによる作業

プッシュロッドを排水管内に押し入れる際は、引っか
かり、きず、損傷の原因になるような挿入口周辺の
尖った部分にプッシュロッドが触れないように注意し
てください。容易に扱えるように、また折れ曲がり、
跳ね返りや被覆部分への損傷を防止するため、プッ
シュロッドは少しずつ挿入して、作業者の手が挿入口
付近にあるようにしてください。プッシュロッドの被
覆部分にきずが付くと感電の危険を高めることになり
ます。

警告

ごみなどの異物が入らないように、目は常に保護し
てください。

危険な化学薬品やバクテリアが存在する排水管の検
査には、ゴム手袋、ゴーグル、フェースシールド、
レスピレーターなどの保護具を適切に使用して、や
けどや感染を防止してください。

作業者や機器が水に触れている状態で操作を行わな
いでください。水に触れた状態で機器を操作する
と、感電の危険を高めることになります。すべらな
いゴム底の靴を使用すると、転倒や感電の危険を軽
減できます。

操作は記載されている注意事項に従って行い、感電
などによるけがの危険を軽減してください。
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シースネイク マイクロリール検査システム
プッシュロッドを挿入しながら、画面で状況を確認、
把握してください。照明の明るさを抑えて作業する場
合でも、一時的に明るさを上げると排水管の奥の状況
が把握しやすくなることがあります。カメラの回収の
妨げとなる管内のへこみや硬い堆積物などの障害に注
意しながら、作業を進めてください。マイクロリール
システムは診断ツールであり、排水管清掃機ではあり
ません。絶対にカメラヘッドを使って障害を除去しよ
うとしないでください。カメラヘッド損傷の原因にな
り、また障害との引っかかりでカメラが回収できなく
なることがあります（図22）。

図22ー 管内の障害―絶対にカメラヘッドで除去しようと
しないでください

ほとんどの場合、ゆっくりと一定の速度で挿入すること
が最善の方法です。ただ、P型トラップ、T型排水管、
Y型排水管、エルボ管などで、管の曲がり部分にカメラ
ヘッドを通過させるため、多少勢いを加えてプッシュ
ロッドを押し込まなければならない場合もあります。そ
の場合は、曲がり部分からおよそ8"（20 cm）の位置
までカメラをいったん引き戻し、押し込むようにして通
過させてください。ただし、過度な力を加えるとカメラ
ヘッドの損傷につながりますので、必要以上の力で押し
込まないでください。また、カメラを打ち叩いたり、ひ
ねったりして通過させようとしないでください。障害に
よる抵抗が大きい場合は、カメラを無理に押し入れない
でください。T字排水管の場合は、曲がり部分でプッ
シュロッドが折れ曲がってしまい、回収が不可能になる
場合もあり、特に注意が必要です。

マイクロリールは、90°や45°の曲がりやY型
ジャンクションなら、曲がり部分が複数でも挿入して
いくことが可能です。P型トラップ、T型排水管で、
抵抗が大きい場合は無理に押し込もうとしないでくだ
さい。安全にプッシュロッドを挿入できない曲がり部
分が鋭角なトイレのトラップには本機を使用しないで
ください。

操作中にドラムの回転が止まらないように注意してく
ださい。回転が止まった状態でプッシュロッドがリー
ルから引き出されると、ドラムハブ周辺でプッシュ
ロッドが引き伸ばされて、ドラム内でからまり、プッ
シュロッド損傷の原因となります。

図23ー プッシュロッドは強く曲げて引っ張らない

検査中、カメラヘッドをいったん検査個所を通過させ
て位置させた後ゆっくりと引き戻すと、カメラをうま
く制御でき、画像も均質で良好な結果が得られる場合
があります。プッシュロッドを引き戻す際は、尖った
部分にプッシュロッドが触れないようにし、またプッ
シュロッドへの損傷を防止するため強く曲げて引っ張
らないでください（図23）。カメラレンズ部分に付
着した堆積物は、カメラヘッドを水につけ、揺り動か
して洗い流してください。

検査状況に応じて、カメラヘッドに装着したボールガ
イドは追加したり、取り外してください。ガイドの位
置を変更する必要がある場合もあります。ボールガイ
ドを使用することで、カメラを上方など管内のある方
向に向けたり、ヘッド部分が水に触れないようにした
り、また曲がり部分をうまく通過させたりすることが
可能になります。（図24参照）ボールガイドの取り
付けについては、「組み立て」の記載事項を参照して
ください。

図24ー ボールガイドの使用

排水管挿入口

プッシュ
ロッド

ボールガイド

カメラ

スプリング
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シースネイク マイクロリール検査システム
カウントプラスカウンター（オプション）を利用
する
必要な情報の表示は、シースネイクの電源を入れた状
態で、距離キー と時間キー を操作して行います。
a. 時間キーでは、日付、日付と時間、非表示の切り
替えが可能です。切り替えはキーを一度ずつ押し
ながら行ってください。

b. また、距離キーでは距離の表示と非表示が選択で
きます。

c. 距離カウンターは、ツール  / 単位 メニュー
で選択した単位で表示されます。

図25ー スライドテキスト、時間、距離が表示された画面
（距離はシステム・ゼロ位置からの測定値）

メモ
マイクロエクスプローラーカメラモニターと併用して
いる際、画面上のカウンター表示が見えない場合は、
マイクロエクスプローラーカメラ・ユニット側の下矢
印を押して、表示画像を縮小（ズームアウト）してみ
てください。

システム・ゼロ位置とローカル・ゼロ位置
図25で示されているように、システムの電源を入れ
ると、カウンターはゼロから開始されます。このゼロ
位置をシステム・ゼロ位置と呼びます。いったん電源
を切り、ケーブルを測定を開始したい位置に移動さ
せ、再度電源を入れると、測定開始位置を変更するこ
とができます。電源を入れるとカウンターはゼロに戻
ります。

システム・ゼロ位置の再設定：
システム・ゼロ位置は、ゼロキーを3秒以上押し続
けることでも再設定することが可能です。例えば、こ
の再設定は排水管の挿入口で行います。

ローカル・ゼロ位置の設定：
シースネイクは選択した「ローカル・ゼロ位置」から
測定を開始することもできます。

1.ゼロ /選択キー を押すと、管内のジャンク
ションなどの選択位置から別の距離測定を開始す
ることが可能です。距離表示が［0.0］になり、
［］付きの表示によって測定がシステム・ゼロ位置
ではなく、ローカル・ゼロ位置から行われている
ことが示されます。

a. ローカル・ゼロ位置からの距離測定を開始した
後は、測定が完了するまでゼロキーを再度押さ
ないでください。このキーを押すと、ゼロ位置
が再設定され、測定データが失われます。

図26ー ローカル・ゼロ位置からの測定

b. ローカル・ゼロ位置を新たに設定する前に、シ
ステム・ゼロ位置からの測定値を記録すること
をおすすめします。（記録しておけば、ローカ
ル・ゼロ位置を誤って再設定してしまった場合
でもシステム測定値から距離を算出することが
できます。）

c. 測定が完了してゼロキー を押すと、表示を
システム・ゼロ位置からの測定値に切り替えた
り、新たにローカル・ゼロ位置（［0.0］）を設
定することが可能になります。
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シースネイク マイクロリール検査システム
正しい測定方法
システムの電源を入れる前に、ケーブルが全てリール
内に収納されていることを確認します。カメラヘッド
は初期化画面が消えるのを待ってガイドから外してく
ださい。画面が消えるまで約10秒かかります。

測定を開始した後でリールを動かさないでください。

ケーブルの長さ、直径、ドラムの大きさが測定に適し
ていることも確認してください。

システムへの電源が10～ 20秒以上切れると、シー
スネイク マイクロリールは基準となっているシステ
ム・ゼロ位置からの測定値をゼロに戻し、また設定さ
れているローカル・ゼロ位置からの測定値は失われて
しまいます。

また、ケーブルをドラム内に戻す際は、均等に収納さ
れるようケーブルにかかる力を一定に保ってください。

一般的な使用によるシースネイクの精度は報告値で
3フィート（約 1 m）以内となっています。ただし、
精度はケーブルにかかる張力、リールの状態などに
よって異なります。

精度の改善：
1.電源を入れる際は、距離測定をケーブルがリール
内に完全に収納されている状態から開始できるよ
うに、カメラヘッドはガイド内あるいはその付近
にあるようにしてください。

2.排水管の挿入口など、リール以外の位置から測定
を開始するには、かなりの長さのケーブルがすで
に引き出された状態で電源を入れるのではなく、
ゼロキーを3秒以上押してシステム・ゼロ位置を
再設定するか、ゼロ /選択キーを押してローカ
ル・ゼロ位置を設定して行ってください。

カウントプラスの電池が充電されていない場合は、起
動時に充電が必要なことを示すアイコンが表示されま
す。

測定距離がセットアップ時に選択したケーブル長を超
えると、距離値にプラス（+）が追加されて画面表示
されます。

マイクロリール システムゾンデの位置を探知する
マイクロリール システムでは、カメラヘッド後方に
ゾンデ（インライン・トランスミッター）が取り付け
られています。探知器でゾンデの位置を捉え、検査管
内の様子を確認することができます。

シースネイクCCUによるゾンデ制御については、
シースネイクCCUの取扱説明書に記載されていま
す。また制御方法は使用するモデルによって異なりま
す。ゾンデのON/OFF 切り替えは、カウントプラス
キーパッドにあるゾンデキーを押して行います。ま
た、通常はCCUからON/OFF 切り替えを行うこと
も可能です。マイクロリール システムをマイクロエ
クスプローラーカメラモニターと併用している場合
は、LEDの明るさをゼロにすることでゾンデの使用
を有効にできます。ゾンデを探知した後は、LEDの
明るさを元に戻して検査を継続してください。

ゾンデが使用できる状態になっていれば、RIDGID SR-
20、SR-60、Scout、ナビトラック II などの探知器
を512 Hz にセットしてゾンデ探知が可能です。ゾン
デ探知は、プッシュロッドを管内に5 ～ 10フィート
（約 1.5 ～ 3 m）挿入してから探知器を使用するのが
効果的です。また、必要に応じて、プッシュロッドを
さらに同距離ほど挿入して、ゾンデを再探知すること
も可能です。

ゾンデを探知するには、探知器の電源を入れ、ゾンデ
モードに設定してください。探知できるまで、ゾンデ
が位置すると思われる方向を走査します。ゾンデを探
知した後は、探知器の指示に従ってその位置を正確に
特定してください。ゾンデの探知についての詳細は、
ご使用の探知器の取扱説明書をご覧ください。

図27ー マイクロリール システムゾンデの探知
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シースネイク マイクロリール検査システム
カメラを回収する
検査が完了したら、プッシュロッドをゆっくりと一定
の力で引き戻してください。可能な場合は、プッシュ
ロッドを清浄に保つために管内に水を流し続けてくだ
さい。回収したプッシュロッドはタオルなどで水分を
拭き取ってください。

プッシュロッドは回収中にからまることがあり、かけ
る力の度合いに注意して検査中と同様に取り扱ってく
ださい。カメラやプッシュロッドへの損傷の原因にな
りますので、プッシュロッドには過度な力をかけない
でください。プッシュロッドを引き戻す際は、尖った
部分にプッシュロッドが触れないようにし、またプッ
シュロッドへの損傷を防止するため強く曲げて引っ張
らないでください。

プッシュロッドは、手をマイクロリールの近くに位置
させた状態で、少しずつ挿入口からを引き出しながら
ドラム内に収納してください。（図28、29）

図28ー ケーブルのドラムへの正しい収納方法

図29ー ねじれる危険があるので、ドラム収納時に
ケーブルをたるませない

プッシュロッドを長く持ったり、無理に押し込んだり
すると、たるみ、ねじれ、破損の原因になりますので、
必ず少しずつドラム内に収納していってください。
ケーブル収納は、マイクロリールドラムを後ろに倒し
た状態で行うと安定度が増します（図30）。

図30
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シースネイク マイクロリール検査システム
クリーニング作業に関する注意事項

マイクロエクスプローラーカメラモニターやCCUの
クリーニング作業は、各取扱説明書に従って行ってく
ださい。マイクロリールのクリーニング作業は、マイ
クロエクスプローラーカメラモニターをクレードルか
ら取り外した状態で実施してください。クリーニング
作業中はマイクロエクスプローラーカメラモニターや
CCUを水に濡らさないでください。

マイクロリール システムのクリーニング作業は湿ら
せた柔らかい布で行い、損傷の原因となりますので溶
剤は使用しないでください。また、必要な場合は、除
菌剤を使用してください。

ドラムとケーブルを取り外し、ドラム内部はホースな
どを使用して加圧した水で洗ってください。ドラムの
外側のクリーニング作業は、湿らせた柔らかい布で
行ってください。ドラム背面のコンタクト基板には水
をかけないでください。

付属品

警告

クリーニング作業の前には、システムケーブルが
CCUから外されていることを確認して、感電の危
険を軽減してください。

警告

以下の付属品はマイクロリール システムとの使用
に対応しています。ほかの機器用の付属品をマイク
ロリール システムに使用すると危険な場合があり
ます。重傷を負う危険を軽減するため、マイクロ
リール システム専用に設計された付属品、または
その使用が推奨されている付属品のみを使用してく
ださい。

カタログ
番号

説明

33108 マイクロリール /マイクロドレイン 
インターコネクトケーブル
（SS CCU用）

33113 マイクロリール /マイクロドレイン 
インターコネクトケーブル
（マイクロエクスプローラーCCU用）

35338 マイクロリール L100ボールガイド
（2パック）

34878 マイクロリール /マイクロドレイン
マイクロエクスプローラードック

35113 マイクロドレインD30ドラムのみ
35123 マイクロドレインD30Sドラムのみ

（ゾンデ付き）
34623 US仕様マイクロリール L100ドラムのみ

（ゾンデ付き）
34628 EU仕様マイクロリール L100ドラム

（230 V）
35243 US仕様マイクロリール L100ドラムのみ

（ゾンデおよびカウンター付き）
35248 EU仕様マイクロリール L100ドラムのみ

（230 V）
複数あり 探知器

（RIDGID シーテック、ナビトラック）
複数あり トランスミッター

（RIDGID シーテック、ナビトラック）
複数あり

複数あり RIDGID シースネイク
カメラコントロールユニット

30063 RIDGID マイクロエクスプローラー
デジタル検査カメラ

33103 マイクロドレイン リール
（マイクロエクスプローラーNTSC）

33138 マイクロドレイン リール
（マイクロエクスプローラーPAL）
20 Ridge Tool Company



シースネイク マイクロリール検査システム
機器の運搬と保管
機器に強い衝撃を与えないように注意しながら移動さ
せてください。また、長期間保管する場合は電池を取
り外してください。周辺温度が -20℃～70℃の場
所に保管してください。

点検と修理

「保守点検に関する説明」には、マイクロリール シス
テムの点検に必要な項目のほとんどが記載されていま
す。ここに記載されていない問題は、弊社が認定する
エンジニアにお問い合わせください。

ツールは弊社認定のサービスセンターにお持ちいただ
くか工場に返送してください。

お近くの弊社サービスセンターや点検、修理に関する
ご質問は、販売店にお問い合わせください。

廃棄
本機には、リサイクル可能な材質が使用されていま
す。お近くのリサイクル業者にお問い合わせくださ
い。部品の廃棄は法規を順守して行ってください。廃
棄方法についての詳細は、自治体などの管轄当局にお
問い合わせください。

EU加盟各国
家庭用ごみとともに電気機器を廃
棄しないでください！

電気電子機器の廃棄に関する欧州
指令2002/96/ECと各国法令
によるその実施により、使用でき
なくなった電子機器は個別に回収

され、環境に悪影響を及ぼさない方法で廃棄されなけ
ればなりません。

警告

点検や修理が不適切に行われると、マイクロリール
を安全に運転できなくなります。

日本エマソン株式会社 リッジ事業部
〒105-0022
東京都港区海岸1-16-1
ニューピア竹芝サウスタワービル7F
TEL：(03)5403-8560( 代 ) 
FAX：(03)5403-8569
( 祝祭日を除く月曜日から金曜日9:00～ 17:00)
メールアドレス：Ridgid@emerson.co.jp
http://www.ridgid.jp
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シースネイク マイクロリール検査システム
トラブルシューティング

問題 考えられる原因 解決方法
カメラ画像が見えない。 シースネイクCCUやマイクロエク

スプローラーカメラモニターのコネ
クターに電源が入っていない。

電源が正しく接続されていることを確認
してください。

接続の不良。 モニター・ユニットの電源スイッチを確
認してください。
カメラコントロールユニットや表示ユニッ
トからマイクロリール システムへの接続
ピンの位置や状態を確認してください。
シースネイクの接続部にあるピンの状態
や取り付け方向を確認してください。

モニターが誤ったビデオ源に設定さ
れている。

表示ユニットの取扱説明書に従ってビデ
オ源を設定してください。

電池の十分に充電されていない。 電池を再充電するか、交換してください。

LCD画面にSOSが点滅
表示される。（一部のシー
スネイクCCUの場合）

ビデオ信号が存在していない。 モニターのビデオ源設定を確認してケー
ブルを再接続してください。
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シースネイク マイクロリール検査システム
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